
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

天守推定地の一つである伝本丸東端の南斜面の調査が進んでいます。 

12月には崩された石垣の裏込石の一部が見えていただけで、上の方も土で覆われていました。 

 

 

 

その後、調査を進め、崩れ落ちたと思われる裏込石（石垣を

築くときに築石の裏側に詰める小さな石のこと）を慎重に除

去していきました。崩れて堆積した裏込石の状況も城の歴史

を示す重要な資料ですので、記録を取りながら進めていきま

す。すると… 

 

 

 

 

 

 

 

堆積した裏込石の下層から石垣の築石

（積石）とみられる大きな石が出てきま

した！ 

きっと立派な石垣があったのでしょう。 

 

 

ロープ越しに発掘調査の様子がご覧いただけます。 

 

調査日 月曜日～金曜日 

お休み 土曜日、日曜日、祝日。 

    雨天日。ほか 
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水口岡山城跡

通信 その２ 

■石垣の石（積石）が現れてきました 

 

12月の状況 


